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勉強にモチベーションが大事なことは自明の理なのですが、どのようにすればモチベーションを高められるかということになると、一筋縄ではいかない難しさがあります。
地理の得意な生徒がいたのですが、クリスマスに贈られた地球儀がとても気に入って枕元に置き寝る前にいつも眺めているうち、地名など自然に覚えられて地理が大好きになったという話をしてくれたことがありました。 また、歴史の得意だった生徒がいたのですが、『三国志』の話を読んだ時それが面白くて歴史にはまってしまったという話をしてくれました。 理科の時間に、学校の先生から魚の化石を見せてもらったのがきっかけで石に刻まれた神秘性のとりこになり化石集めに熱中したという生徒もおりました。 スポーツの世界でも、ある選手のプレーする姿を見て感動し、その選手のようになりたいと努力し、プロの選手になれたという話なども時々耳にします。
このように、あるできごとが動機づけとなり、モチベーションが高められるということはよくあることで、それが一番自然で理想的な形ではないかと思われます。
ただ、このような出会いがない場合、モチベーションを高めるというのはかなり困難です。
私自身そうですが、平々凡々と過ごしている場合、モチベーションを高めなさいと強要されても、
高めなければと自分自身でわかっていても、なかなか思うようにはいかないものです。
どうすれば動機づけというきっかけが作れるのか難しいものがありますが、見つけようとすれば見つけられないものでもありません。刺激を受けることがきっかけになることはよくあります。
ある遊び友達が試験でいつもよりすごくいい点を取った。そんな時、自分もまけるわけにはいかない、あの友人にだけは負けたくないと奮起する。 あるいは、ある友人が、どこそこの有名校に入りたいと必死に勉強に取り組み始めたのを見て、自分もこうしてはいられないとやる気を起こす。
大事なことは周りから強制されるのではなく、自分から見つけ出すことだと思います。
周りから強制された場合、その場をとりつくろうとするだけの見せかけであるケースが多く、そう長続きはしません。「必要は発明の母」という言葉があります。入試など目前に迫った勉強の必要性。その必要に迫られたとき、本物の取り組みができます。また、必要は自分で作り出すこともできます。
次の試験では絶対、８０点以上をとるという目標を設定する。たとえその時は達成できなかったと
してもそれをまた次回の目標とする。達成できたらもう一つハードルを上げ９０点を目標にする。
　実を言えば私も勉強はあまり好きでありませんでした。そんな私が、今になって勉強したいと思うようになったのは、いろいろな偉業を成し遂げた人たちの伝記から受けた刺激があります。例えば、
　小学1年生の時、１から１００までの数字の和を、等差数列の考えで５０５０とすぐに導き出したという逸話のある数学者ガウス、両目の視力を失っても頭の中だけで膨大な計算をやってのけ、数学史上、最多の論文数を量産したといわれるオイラー、決闘の前夜「時間がない、時間がない」と言いながら５０年先まで理解できる人が現れなかったといわれるほどの論文を書き上げ２０歳で死んだガロア、絶対に解読不能といわれたナチスの暗号を解読しコンピューターの父とも呼ばれるチューリング。
　ツタンカーメンの墓を発掘、黄金のマスクを発見したハワード・カーター、マチュピチュの遺跡を探しあてたハイラム・ビンガムといった考古学者のロマン溢れる話なども最高に刺激があり面白いです。
このような人たちに一歩でも近づきたいという思いが私の意欲を後押ししてくれています。
